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GO NISHITAMA

税に関する絵はがきコンクール

令和5年度 税制改正大綱

青年部会40周年記念式典

青梅法人会活動レポート/新入会員のご紹介

ZOOM UP

西多摩ふれあい講演会　さかなクン

オープンフェスティバル　桂宮治師匠

税のコラム 税と暮らしを考えよう
～「インボイス制度について」その4～ 

元気アップだより
人 -ひと-   K's BAR マスター 大須賀 清史さん

地元のおすすめ飲食店　日本亭（瑞穂町）

親子デュオ　matzo＆コマッツォさん

～ I w a k u r a E x p eｒi e n c e ～

西多摩の伝統を訪ねて　奥多摩町・日の出町 

ヒヤリハット報告していますか？



2   KODAMA 　 

Q:2nd アルバムに込めた思いは？
マ : 表題曲「D.N.A. - dear next ape」は、この子
が生まれたときにできた曲。動物や虫だったら、子ども
ができたらオスは食われて死ぬとか、そういうイメージ
があって、DNAって何だろうと考えることがあった。た
だ、子どもができてうれしいなという明るい曲ではなくて
シリアスな曲だったので、重すぎて世には出せないと
思っていた。それから、子どものことだったり、家族の
ことだったり、テーマに合うような曲ができてきて、並べ
たときにアルバムとして一つの雰囲気になるなと。(コマッ
ツォさんが ) 演奏もできるようになってきたので、取り繕う
ことなく演奏を残そうと、一発録りで作りました。
コ :「D.N.A. - dear next ape」はドラムから始まるので、
一番好きな曲です。
マ : これを機に、（ココマッツォさんも含めて）３人での
演奏の機会を増やしていきたいです。

　親子に聞く一問一答 
Q: 好きな食べ物は？
マ : にごり酒　　コ :ピーマン
Q: 好きなアーティストは？
マ : 大瀧詠一　　コ : 星野源
Q: 将来の夢は？
マ : 今の活動をやり続けること
コ : 東京ドームで星野源さんの
ライブに出演すること
Q: 思い出のステージは？
マ : 2012 年のインターナショナル・V アコーディオン・
コンテスト
コ : Bellows Lovers Night
Q: お互いに向けて一言！
マ :これからもまだまだ付き合ってね！
コ : パパの作った曲をもっと一緒にやりたい！

Q: なぜアコーディオニストに？
マ : 元々ギターの弾き語りと鍵盤楽器のプレイヤーとし
て活動をしており、これを 1 つにできないかという思い
があった。そんなときに、世界的なアコーディオン奏者
の coba さんの演奏を生で観る機会があった。鍵盤を
弾きながら動くことができて、口も空いていて歌うことも
できる。伴奏しながらメロディを弾いたり、ベースライン
を動かしたりと、一人オーケストラのようなこともできる。

「これなら自分のやりたいことができるかもしれない。こ
の楽器しかない」という思いに至ったのがきっかけです。
それが 15 年前くらい。
　その後、活動を続ける中で、2012 年に「インターナショ
ナル・V アコーディオン・コンテスト」の日本予選で審
査員特別賞を受賞させてもらった。これをきっかけに、
周りの人に認識していただけるようになり、coba さんか
らもイベント出演の話をいただいた。2022 年には、蛇
腹楽器の生誕 200 年を祝うイベント「Bellows Lovers 
Night」にも親子で参加させていただき、憧れの人と
の共演も叶いました。
Q: ドラムをはじめたきっかけは？
コ : パパの友達がドラムをやっているのを見て、やって
みたくなりました。
マ : アコーディオンとドラムは上手く組み合わせるとバン
ドのようなサウンドになるのですが、それが面白くて昔
のバンド仲間のドラマーと２人で演奏していた。それを
見て何かを感じたのか、よくステージに乱入するように
なったんです。
コ : 椅子を回したり、いたずらをしていました。
マ :２歳の頃に「ぼくドラムやる」と言い始めたのですが、
そのタイミングで共演者からキッズドラムを譲るという話
をもらった。自分の練習のために自宅に防音室を作っ
ていたので、そこならドラムも置けるかなと、譲り受けた。
やりたい意欲のところにタイミングよく機材をいただいた
ので、それを使ってやり始めたんです。

アコーディオンとドラムで奏でる　親子ならではのアンサンブル

さん

　福生市在住のアコーディオニストmatzo(マッツォ)こと松尾貴史さん。アコーディオンの弾き
語りという国内でも珍しいスタイルで活動され、日本語のオリジナル曲を中心に、全国のステージ
で情熱的なライブを披露しています。「matzo＆コマッツォ」は、９歳にして大人顔負けのドラムプ
レイを披露するコマッツォさんとの親子デュオ。2017年(当時コマッツォさん３歳)の初ステージか
ら、これまでに70本以上のステージを重ねてきました。
　今年１月には、念願の2ndアルバム「D.N.A. - dear next ape」をリリースし、少しずつ戻って
きたライブ活動も精力的に行っています。同アルバムには、コマッツォさんの妹ココマッツォさんも
参加。親子で活動の幅を広げるお二人にお話を伺いました。

matzo＆
　 コマッツォ　

※以下、マ :matzoさん、コ :コマッツォさん

２０２３年リリース 2nd アルバム

蛇腹楽器の生誕 200 年を祝うイベント
　　　　　「Bellows Lovers Night」のステージ

2022 年からはコマッツォさんの妹ココマッツォさん（Keyboard/Chorus）も
加わり 3 人で演奏する機会も増えました

matzo（Vocal, Accordion）コマッツォ（Drums, Chorus）

デ
ビ
ュ
ー
当
時
の
４
歳
の
頃

2022 年「横浜音まつり２０２２」親子３人で演奏
　

matzo&コマッツォ
公式チャンネル

ライブの様子はもちろん、
matzoさんソロ名義の動画、
バンドマン時代の動画もアッ
プしています。

YouTube
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あきる野市立一の谷小学校

6 年 並木あかり さん
なみき　　あかり 羽村市立武蔵野小学校 　6 年生

（氏名非公表）

青梅市立青梅第七小学校

6 年 板垣 杏奈 さん
いたがき　あんな

福生市立福生第五小学校

6 年 服部 　葵 さん
はっとり　　あおい

福生市立福生第六小学校

6 年 田中 麗心 さん
たなか   れいみ

羽村市立栄小学校

6 年 藤枝 萌衣 さん
ふじえだ  　 めい

羽村市立松林小学校

6 年 岡田 地央 さん
おかだ　　ちひろ

あきる野市立草花小学校

6 年 青木 斗和 さん
あおき   　 とわ

羽村市立富士見小学校

6 年 岡　瑚 都 さん
おか　　　こと

日の出町立大久野小学校

４年 梶本 章雄 さん
かじもと   あきお

瑞穂町立瑞穂第二小学校

6 年 露木 芽乃 さん
つゆき　　ちの

羽村市長賞

福生市長賞

東京都
八王子都税事務所長賞

東京税理士会
青梅支部長賞

西多摩
納税貯蓄組合連合会会長賞

東法連
コンクール選考作品

あきる野市長賞

青梅市長賞

瑞穂町長賞 日の出町長賞

過
去
最
多
の
１
３
６
４
点
応
募

　
２
月
７
日
、｢

第
13
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル｣

の
審
査
会
を
青
梅
法
人
会
事
務
局（
青
梅

市
河
辺
町
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、租
税
教
育
活
動
の一
環
と
し
て
、

「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、税
を
正
し
く
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
」を
目
的
と
し
、西
多
摩
地
域
の

小
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。租
税
教
室
の

実
施
校
な
ど
31
校
か
ら
、過
去
最
多
と
な
る
１
３
６

４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
で
東
京
法
人
会
連
合
会
コ
ン
ク
ー
ル
の

選
考
作
品
に
は
、並
木
あ
か
り
さ
ん（
あ
き
る
野
市

立
一の
谷
小
６
年
）の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
、青
木
裕
貴
青
梅
税
務
署
長
、絵
本
作

家
の
山
本
久
美
子
さ
ん
、加
藤
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
法
人
会
役
員
な
ど
。応
募
作
品
は
教
科
書
、交
通

機
関
、公
共
施
設
や
医
療
等
、児
童
の
生
活
に
密
着

し
た
デ
ザ
イ
ン
が
多
い
中
、税
に
関
す
る
用
語
で
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
模
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
や
、何

色
も
使
い
分
け
て
細
部
の
色
使
い
に
ま
で
こ
だ
わ
っ

た
力
作
も
。選
考
す
る
審
査
員
の
目
は
真
剣
そ
の
も

の
で
、審
査
結
果
が
同
票
で
並
び
再
投
票
を
求
め
ら

れ
た
場
面
で
は
、選
ぶ
顔
に一
層
力
が
入
り
ま
し
た
。

　
上
位
入
選
者
に
は
、各
校
を
通
じ
て
賞
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
、ま
た
、作
品
は
日
の
出
町
の
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
で
秋
に
行
わ
れ
る
展
示
会
で
展
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。

青 梅 税 務 署 長 賞

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

第
13
回

特
別
賞
受
賞
作
品
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の
目
は
真
剣
そ
の
も

の
で
、審
査
結
果
が
同
票
で
並
び
再
投
票
を
求
め
ら

れ
た
場
面
で
は
、選
ぶ
顔
に一
層
力
が
入
り
ま
し
た
。

　
上
位
入
選
者
に
は
、各
校
を
通
じ
て
賞
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
、ま
た
、作
品
は
日
の
出
町
の
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
で
秋
に
行
わ
れ
る
展
示
会
で
展
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。

青 梅 税 務 署 長 賞

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

第
13
回

特
別
賞
受
賞
作
品
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　この度、青梅法人会事務
局が新体制となりました。
2011 年より 11 年間勤めた、
原島秀廣氏が 3月 30 日付を
もって定年により退職し、
新たに職員の小町早苗氏が
事務局長に就任しました。
　これに伴い青梅信用金庫
より出向で藤野耕一郎氏が
着任し、事務局職員として
職務にあたることとなり、4
月より事務局 4 名体制で対
応することとなりました。
　不慣れなこともあり、会
員皆様におかれましてはご
迷惑をおかけすることもあ
るかもしれませんが、ご理
解・ご協力のほどよろしく
お願い申し上げます。

青梅法人会事務局が
新体制となりました

青梅法人会　新入会員のご紹介
( 令和 4年 12 月〜令和 5年 3月 )　

所属支部名 事業所名 代表者名 業種
青梅東部支部 けい夫婦家族相談所 上野敬子 夫婦問題に関するカウンセリング

奥多摩支部

㈱ K.E.N 大野健太郎 足場の施工付リース
ハヤシ産業㈱ 林　政宗 建築資材販売・運送業
川崎設備 川崎隆之 給排水設備
㈲山長商事運輸 秋山　肇 運送業

福生支部
日野電設㈲ 佐野 健治 電気工事
コスモ電子工業㈱ 岡部和男 ワイヤー・ハーネス製造

羽村東支部
ラウンジ夜上海 李　立桂 スナック
Re live88 馬場淳生 リフォーム業
㈱トート 池永由美 整体・エステ・ギフト返礼品販売

羽村西支部 和風肉ビストロ空楽 伊藤　巧 飲食業 ( 居酒屋 )

秋川支部
Pubsnack 慶 髙木あゆみ サービス業
㈱住環境改善センター 櫻井里枝 生前遺品整理・建築・飲食店経営
合同会社マトリカリア 駒津誠二 福祉 ( 放課後デイ、物販 )



継
続
的
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　
現
在
会
員
は
約
40
人
。会
員
は
年

会
費（
半
期
２
万
円
で
年
２
回
）を
納

め
る
と
、月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
岩
蔵
の
野

菜
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。会
員

向
け
の
農
場
体
験
も
開
催
。実
際
に

岩
蔵
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

「
岩
蔵
フ
ァ
ン
」を
少
し
ず
つ
増
や
し
て

い
ま
す
。現
在
、農
家
と
飲
食
店
を
直

接
結
び
付
け
る
ア
プ
リ
開
発
も
進
行

中
。都
内
の
住
民
に「
東
京
の
田
舎
＝

岩
蔵
」と
結
び
付
け
る
た
め
の
試
行
錯

誤
は
続
き
ま
す
。

　
ま
た
、岩
蔵
で
は
、古
く
か
ら
の
歴

史
民
俗
も
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。地

名
の
由
来
は
、日
本
武
尊（
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
ノ
ミ
コ
ト
）が
湧
き
出
る
水
で
身
を

清
め
、大
き
な
岩
を
蔵
に
し
て
鎧
を
納

め
た
と
い
う
言
い
伝
え
。同
法
人
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
儘
多
屋
の
若
女
将
、

菜
つ
美
さ
ん
は「
岩
蔵
に
は『
フ
セ
ギ
の
ワ

ラ
ジ
』（
都
無
形
文
化
財
）と
い
う
大
き

　「
地
域
づ
く
り
は
地
域
の
数
だ
け
あ

る
と
感
じ
た
の
は
、青
梅
青
年
会
議
所

の
活
動
に
触
れ
て
か
ら
で
す
。イ
ベン
ト

を
重
ね
る
中
で『
岩
蔵
ら
し
さ
』は
農

業
と
結
び
付
く
こ
と
で
生
ま
れ
る
と

感
じ
ま
し
た
」と
本
橋
さ
ん
。

　「
岩
蔵
Ｃ
Ｓ
Ａ
」は
、本
橋
さ
ん
ら
が

岩
蔵
の
農
家
と
消
費
者
を
結
び
付
け

る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。Ｃ
Ｓ
Ａ

（Com
m

unity Supported A
gri-

culture

・地
域
支
援
型
農
業
）と
は
、

消
費
者
が
生
産
者
に
代
金
を
前
払
い

し
て
定
期
的
に
収
穫
物
を
受
け
取
る

シ
ス
テ
ム
。岩
蔵
Ｃ
Ｓ
Ａ
で
は
有
機
栽

培
、減
農
薬
を
主
と
す
る
４
つ
の
農
家

と
連
携
し
て
、季
節
の
野
菜
の
ほ
か
、江

戸
東
京
野
菜
や
ハ
ー
ブ
な
ど
の
珍
し
い

野
菜
も
届
け
て
い
ま
す
。

　
農
家
と
消
費
者
の
間
を
取
り
持
つ

こ
と
で
農
家
は
栽
培
に
専
念
で
き
ま

す
。ま
た
安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と

が
で
き
、付
加
価
値
の
高
い
農
作
物
を

な
わ
ら
じ
を
飾
って
邪
気
を
追
い
払
う

文
化
が
あ
り
ま
す
。今
後
は
民
俗
や

文
化
も
人
を
引
き
付
け
る
話
題
に
で

き
た
ら
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と

語
って
く
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
２
日
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水

族
館（
豊
島
区
）と
業
務
提
携
を
結

び
、ア
ク
ア
ポ
ニッ
ク
ス
技
術
の
確
立
を

目
的
と
し
た
共
同
プ
ロ
ジェク
ト「
ア
ク

ア
リ
ウ
ム
フ
ァ
ー
ム
東
京
」が
都
内
と
岩

蔵
の
地
で
始
ま
り
ま
し
た
。地
域
循
環

型
農
業
を
目
指
し
て
ア
ク
ア
ポ
ニッ
ク

ス
に
取
り
組
み
、そ
し
て
そ
こ
か
ら
生

産
さ
れ
る
野
菜
を
新
た
な
観
光
資
源

と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ク
ア
ポ
ニッ
ク
ス
と
は
、水
耕
栽
培

と
水
産
養
殖
を
掛
け
合
わ
せ
た
循
環

型
の
農
法
の一
種
。水
槽
で
飼
育
す
る

魚
の
排
泄
物
を
水
中
の
微
生
物
が
分

解
し
、そ
れ
ら
を
植
物
が
栄
養
と
し
て

吸
収
す
る
こ
と
で
、浄
化
さ
れ
た
水
が

再
び
水
槽
へ
戻
る
も
の
で
す
。資
源
循

環
の
仕
組
み
を
利
用
す
る
環
境
配
慮

に
優
れ
た
次
世
代
の
農
法
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、両
者
が
互
い
の

強
み
を
提
供
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

ア
ク
ア
ポ
ニッ
ク
ス
を
利
用
し
た
野
菜

の
栽
培
と
魚
の
飼
育
を
目
指
す
も
の
で

す
。岩
蔵
で
は「
儘
多
屋
」の
敷
地
内
に

建
て
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に
ア
ク
ア
ポ

ニッ
ク
ス
の
設
備
を
、水
族
館
で
は
事
務

所
内
に
ア
ク
ア
ポ
ニッ
ク
ス
の
実
験
用

水
槽
を
設
置
し
て
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

　
本
橋
さ
ん
は「
私
た
ち
は
農
業
と
連

携
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
循
環
型
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、サ
ン
シ
ャ
イ

ン
水
族
館
と
連
携
す
る
こ
と
で
人
の
循

環
も
生
ま
れ
る
」と
し
、「
ア
ク
ア
ポ
ニッ

ク
ス
を
岩
蔵
の
新
し
い一つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
、企
業
の
研
修
の
場
に
す
る
な

ど
今
後
は
体
験
と
宿
泊
を
セ
ッ
ト
に
し

た
ツ
ア
ー

や
、
収
穫

し
た
野
菜

の
販
売
な

ど
も
で
き

る
よ
う
に

な
れ
ば
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

『
岩
蔵
ら
し
さ
』に
注
目
し
て

「
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
フ
ァ
ー
ム
東
京
」始
動

　
青
梅
市
の
北
東
に
位
置
す
る
岩
蔵
温
泉
郷
に
は
古
く
か
ら
温
泉
が
湧
き
、１

８
８
３（
明
治
16
）年
創
業
の
儘
多
屋（
儘
田
金
長
代
表
）を
は
じ
め
、全
盛
期

に
は
５
軒
の
宿
泊
施
設
が
あ
り
、行
商
人
の
た
め
の
宿
、湯
治
場
と
し
て
の
役

割
か
ら
近
年
は
観
光
客
や
ゴ
ル
フ
客
の
需
要
を
満
た
す
宿
と
し
て
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
現
在
は
、儘
多
屋
１
軒
が
営
業
す
る
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
一
般
社
団
法
人「Iw

akura Experience
(

岩
蔵
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス)

」(

本
橋
大
輔
代
表)

は
、儘
多
屋
さ
ん
や
新
規
参
入

す
る
農
家
と
共
に
３
年
前
か
ら
本
格
的
に
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
、

農
業
体
験
な
ど
人
的
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
岩
蔵
ら
し
さ
」を
積
み
上
げ

る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP   

▲

岩
蔵
温
泉
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ

▲

代
表
の
本
橋
大
輔
さ
ん
（
左
）
と

　儘
多
屋
旅
館
の
儘
田
菜
つ
美
さ
ん

この場所をたくさんの人に知ってもらいたいと集まった
〝岩蔵LOVE″なメンバー。左から貫井悠司さん、儘田菜つ美さん、
本橋大輔さん、江川聖香さん、繁昌知洋さん。

菊池康弘さん：
自身も俳優を志し、20代のときに蜷川幸雄さん主宰の
演劇集団「ニナガワ・スタジオ」に所属。
29歳で俳優業を辞し、ＴＶ制作会社などで制作に
携わってきたため、青梅に映画館を作るのは長年の夢だった。

映画館に生まれ変った試験場は、１９９８（平成10）年に外装を、２００５（同17）年に内装をリニューアルし、イベント・ギャラリースペース「ＢＯＸ　ＫＩ・Ｏ・ＫＵ」としてオープン。多摩地
区の作家や学生らの作品発表や演劇会場の場として活用されてきた。

～IwakuraExpeｒience～

【インフォメーション】
IwakuraExperience　事務局　
〒198-0003　
青梅市小曾木5-3140　　
℡090-6937-9119

HP   https://iwakura-experience.tokyo/

岩蔵エクスペリエンス
では、以前からアクア
ポニックスに取り組む
ことを検討していまし
たが、魚の飼育技術に
課題がありました。サ
ンシャイン水族館との
業務提携によって、安
定した魚の飼育が可能
になりました。

水族館とコラボして
　　　農業と地域を元気に！

青 梅 市 岩 蔵 温 泉 郷

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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中
の
微
生
物
が
分

解
し
、そ
れ
ら
を
植
物
が
栄
養
と
し
て

吸
収
す
る
こ
と
で
、浄
化
さ
れ
た
水
が

再
び
水
槽
へ
戻
る
も
の
で
す
。資
源
循

環
の
仕
組
み
を
利
用
す
る
環
境
配
慮

に
優
れ
た
次
世
代
の
農
法
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、両
者
が
互
い
の

強
み
を
提
供
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

ア
ク
ア
ポ
ニッ
ク
ス
を
利
用
し
た
野
菜

の
栽
培
と
魚
の
飼
育
を
目
指
す
も
の
で

す
。岩
蔵
で
は「
儘
多
屋
」の
敷
地
内
に

建
て
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に
ア
ク
ア
ポ

ニッ
ク
ス
の
設
備
を
、水
族
館
で
は
事
務

所
内
に
ア
ク
ア
ポ
ニッ
ク
ス
の
実
験
用

水
槽
を
設
置
し
て
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

　
本
橋
さ
ん
は「
私
た
ち
は
農
業
と
連

携
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
循
環
型
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、サ
ン
シ
ャ
イ

ン
水
族
館
と
連
携
す
る
こ
と
で
人
の
循

環
も
生
ま
れ
る
」と
し
、「
ア
ク
ア
ポ
ニッ

ク
ス
を
岩
蔵
の
新
し
い一つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
、企
業
の
研
修
の
場
に
す
る
な

ど
今
後
は
体
験
と
宿
泊
を
セ
ッ
ト
に
し

た
ツ
ア
ー

や
、
収
穫

し
た
野
菜

の
販
売
な

ど
も
で
き

る
よ
う
に

な
れ
ば
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

『
岩
蔵
ら
し
さ
』に
注
目
し
て

「
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
フ
ァ
ー
ム
東
京
」始
動

　
青
梅
市
の
北
東
に
位
置
す
る
岩
蔵
温
泉
郷
に
は
古
く
か
ら
温
泉
が
湧
き
、１

８
８
３（
明
治
16
）年
創
業
の
儘
多
屋（
儘
田
金
長
代
表
）を
は
じ
め
、全
盛
期

に
は
５
軒
の
宿
泊
施
設
が
あ
り
、行
商
人
の
た
め
の
宿
、湯
治
場
と
し
て
の
役

割
か
ら
近
年
は
観
光
客
や
ゴ
ル
フ
客
の
需
要
を
満
た
す
宿
と
し
て
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
現
在
は
、儘
多
屋
１
軒
が
営
業
す
る
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
一
般
社
団
法
人「Iw

akura Experience
(

岩
蔵
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス)

」(

本
橋
大
輔
代
表)

は
、儘
多
屋
さ
ん
や
新
規
参
入

す
る
農
家
と
共
に
３
年
前
か
ら
本
格
的
に
ハ
イ
キ
ン
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や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
、

農
業
体
験
な
ど
人
的
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
岩
蔵
ら
し
さ
」を
積
み
上
げ

る
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動
を
紹
介
し
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す
。

ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP  ZOOM UP   

▲

岩
蔵
温
泉
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ

▲

代
表
の
本
橋
大
輔
さ
ん
（
左
）
と

　儘
多
屋
旅
館
の
儘
田
菜
つ
美
さ
ん

この場所をたくさんの人に知ってもらいたいと集まった
〝岩蔵LOVE″なメンバー。左から貫井悠司さん、儘田菜つ美さん、
本橋大輔さん、江川聖香さん、繁昌知洋さん。

菊池康弘さん：
自身も俳優を志し、20代のときに蜷川幸雄さん主宰の
演劇集団「ニナガワ・スタジオ」に所属。
29歳で俳優業を辞し、ＴＶ制作会社などで制作に
携わってきたため、青梅に映画館を作るのは長年の夢だった。

映画館に生まれ変った試験場は、１９９８（平成10）年に外装を、２００５（同17）年に内装をリニューアルし、イベント・ギャラリースペース「ＢＯＸ　ＫＩ・Ｏ・ＫＵ」としてオープン。多摩地
区の作家や学生らの作品発表や演劇会場の場として活用されてきた。

～IwakuraExpeｒience～

【インフォメーション】
IwakuraExperience　事務局　
〒198-0003　
青梅市小曾木5-3140　　
℡090-6937-9119

HP   https://iwakura-experience.tokyo/

岩蔵エクスペリエンス
では、以前からアクア
ポニックスに取り組む
ことを検討していまし
たが、魚の飼育技術に
課題がありました。サ
ンシャイン水族館との
業務提携によって、安
定した魚の飼育が可能
になりました。

水族館とコラボして
　　　農業と地域を元気に！

青 梅 市 岩 蔵 温 泉 郷

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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　今号から新たにはじまったこの『西多摩の伝統を訪ねて』のコー
ナーでは、西多摩の各地域で受け継がれてきた貴重な民俗芸能
や文化などをご紹介します。第１回は、昨年11月、ユネスコ無形文
化遺産の一覧表に記載されることになった「風流踊」の１つであ
る奥多摩町の「小河内の鹿島踊」と日の出町の「下平井の鳳凰の
舞」です。世界的に注目を集めている２つの踊りを保存会の方の
お話を交えながらご紹介します。

　「
小
河
内
の
鹿
島
踊
」は
、１
９
５
７（
昭

和
32
）年
の
小
河
内
ダ
ム（
小
河
内
貯
水
池
）

の
竣
工
で
湖
底
に
沈
ん
だ
旧
小
河
内
村
で

継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。日
指（
ひ
さ
し
）、

岫
沢（
く
き
ざ
わ
）、南
の
３
集
落
の
祭
礼
で

代
々
踊
ら
れ
、三
番
叟
１
人
、女
装
し
た
男

性
の
踊
子
６
人
、唄・太
鼓
２
人
、笛
２
人
で

構
成
さ
れ
ま
す
。１
９
８
０（
昭
和
55
）年
に

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財（
保
護
団
体
＝

小
河
内
郷
土
芸
能
保
存
団
体
協
議
会
）に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　「
小
河
内
鹿
島
踊
保
存
会
」の
島
﨑
富
夫

会
長
は
昨
年
、吉
野
榮
喜
前
会
長
か
ら
会
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
記
載
に
つ
い
て
、「
大
変
な
喜
び
と
と
も

に
、鹿
島
踊
を
続
け
て
い
く
責
任
を
感
じ
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
す
。昨
年
12
月
に
は
奥

多
摩
町
か
ら
も
、記
念
と
し
て
の
ぼ
り
旗
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、羽
村
や
昭
島
、青
梅
、福
生
な
ど

に
住
む
70
代
ま
で
の
約
20
人
が
、主
に
羽
村

市
内
の
稽
古
場
で
練
習
し
て
い
ま
す
。後
継

者
不
足
と
い
う
課
題
を
挙
げ
な
が
ら
も
、最

近
は
小
学
生
と
中
学
生
の
兄
弟
が
稽
古
に

来
て
、懸
命
に
練
習
を
し
て
い
る
そ
う
で
、

島
﨑
会
長
も「
秋
の
小
河
内
神
社
の
祭
礼

（
例
年
は
９
月
の
第
２
日
曜
）で
お
披
露
目

で
き
れ
ば
」と
、期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
毎
年
９
月
下
旬
の
春
日
神
社
秋
祭
り
に
奉
納
さ

れ
る「
下
平
井
の
鳳
凰
の
舞
」。昔
は
雨
乞
い
や
疫

病
流
行
の
折
に
た
び
た
び
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、現
在
は
地
元
の「
鳳
凰
の
舞
保
存
会
」（
長
田
勝

雄
会
長
）に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鳳
凰
の
舞
は「
奴
の
舞
」と「
鳳
凰
の
舞
」の
二
庭

で
構
成
さ
れ
ま
す
。奴
の
舞
を
演
じ
る
の
は
７
〜

12
才
の
少
年
10
人
。お
囃
子
に
合
わ
せ
て
踊
り
、一

人
ず
つ「
エ
ッ
ヘ
ン
」と
口
上
を
述
べ
ま
す
。続
く
鳳

凰
の
舞
は
、鳳
凰
の
冠
を
被
っ
た
５
人
と
赤
い
頭
巾

を
被
っ
た
５
人
の
10
人
の
舞
い
手
で
行
わ
れ
ま
す
。

太
鼓
を
中
心
に
し
て
、バ
チ
や
軍
配
を
振
り
な
が

ら
勇
壮
に
舞
う
姿
は
力
強
く
華
麗
で
す
。

　
同
保
存
会
で
は
毎
月
第
２
土
曜
日
に
、定
期
練

習
を
し
て
い
ま
す
。早
い
時
間
帯
に
子
ど
も
た
ち
の

奴
の
舞
、そ
の
後
、中
高
生
を
中
心
に
鳳
凰
の
舞
を

練
習
し
ま
す
。大
人
た
ち
は
、太
鼓
や
笛
の
演
奏
を

し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
指
導
を
し
ま
す
。同
保

存
会
の
赤
土
静
志
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
は
小
さ

い
と
き
か
ら
鳳
凰
の
舞
を
観

て
い
る
の
で
、踊
り
方
を
な

ん
と
な
く
知
っ
て
い
て
、覚

え
る
の
も
早
い
で
す
よ
」と

笑
顔
で
話
し
、「
今
の
子
た
ち

に
も
続
け
て
も
ら
っ
て
、こ
れ

か
ら
も
継
承
し
て
い
け
た
ら

」と
、練
習
の
様
子
を
見
守
り

な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ふりゅうおどり

ユネスコ無形文化遺産民俗芸能「 風流踊 」

「小河内の鹿島踊」(奥多摩町)

ふりゅうおどり

ユネスコ無形文化遺産民俗芸能「 風流踊 」

「下平井の鳳凰の舞」(日の出町)

ふりゅうおどり

2022年9月18日(日)
「多摩伝統文化フェスティバル
2022　伝承のたまてばこ」(い
ちょうホール、八王子市)

YouTube

保存会の公式アカウント
で、参加予定のイベント情
報や実際の写真、練習の様
子などを配信しています。

Instagram

ユネスコ
無形文化遺産とは

世界遺産が建築物などの有形の文化財の保護と継承を目的と
しているのに対し、無形文化遺産は、民俗文化財、フォークロア、
口承伝統などの無形のものを対象としています。
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Instagram

ユネスコ
無形文化遺産とは

世界遺産が建築物などの有形の文化財の保護と継承を目的と
しているのに対し、無形文化遺産は、民俗文化財、フォークロア、
口承伝統などの無形のものを対象としています。
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税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　
法
人
会
の
公
開
公
演
、
オ
ー
プ
ン
フェス
テ
ィ
バ
ル
が
、

２
月
１
日
に
青
梅
市
の
霞
共
益
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
事
業
は
、
広
く
一般
の
方
を
無
料
で
ご
招
待

し
て
い
る
も
の
で
、
10
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、

日
本
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
、「
笑
点
」
の
大
喜
利
メ
ン

バ
ー
、桂
宮
治
師
匠
を
お
招
き
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
初
め
に
、
松
永
副
会
長
の
開
会
挨
拶
、
続
い
て

加
藤
会
長
に
よ
る
挨
拶
が
な
さ
れ
た
後
、
前
座
の
三
遊

亭
ま
ん
と
さ
ん
が
登
場
。
鶴
を
な
ぜ
「
つ
る
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
滑
稽
話
『
つ
る
』
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
宮
治
師
匠
が
高
座
へ
上
が
る
と
、「
今
日
の
落

語
会
が
面
白
か
っ
た
か
つ
ま
ら
な
か
っ
た
か
、
何
で
決
ま

る
か
と
い
う
と
、我
々
演
者
の
技
量
・
力
量
は
必
要
な
い
。

本
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
お
客
様
の
レ
ベ
ル
。
こ
れ
だ

け
に
か
か
って
き
ま
す
」
と
、
演
者
と
客
席
が一体
に
な

る
こ
と
が
大
切
と
話
し
、「
落
語
と
い
う
も
の
は
弱
い
芸

能
。
皆
様
の
想
像
力
だ
け
で
観
て
い
た
だ
く
の
が
落
語
。

今
日
は
い
い
お
客
さ
ん
だ
か
ら
大
丈
夫
か
な
」
と
続
け

て
、
会
場
全
体
に
笑
い
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
女
性
の
お
客

様
が
こ
れ
だ
け
多
い
と
う

れ
し
い
」
と
話
し
、
お
釈

迦
様
と
女
性
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
ら
語
り
始
め
る
『
お
血

脈
』
を
披
露
。
善
光
寺
の

名
前
の
由
来
と
な
っ
た
本
田

善
光
が
池
で
仏
像
を
見
つ

け
る
様
子
を
軽
妙
で
洒
脱

な
語
り
口
で
話
し
、
講
釈

師
の
話
と
絡
め
て
「
こ
の
話
の
後

半
は
い
つ
か
ど
こ
か
で
」
と
落
と

し
ま
し
た
。

　
後
半
は
お
な
じ
み
の『
時
そ
ば
』

で
、
そ
ば
を
す
す
る
し
ぐ
さ
や
勘

定
の
や
り
取
り
な
ど
、
登
場
人

物
の
性
格
を
巧
み
に
演
じ
分
け
、

落
語
初
心
者
で
も
分
か
り
や
す

く
楽
し
め
る
内
容
で
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
記
念
品
と
し
て

青
梅
の
地
酒
を
贈
呈
す
る
と
宮

治
師
匠
は
「
酒
が

好
き
で
、
特
に
青

梅
の
酒
が
大
好
き

な
ん
で
す
」
と
笑

顔
で
受
け
取
り
ま

し
た
。

　
１
月
19
日(

木)

、あ
き
る
野
市
秋
川
の
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
で
さ

か
な
ク
ン
に
よ
る
講
演
会「
海
と
環
境
の
お
話
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」を
開
催
。

会
員
、一
般
合
わ
せ
て
約
４
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ハ
コ
フ
グ
の
帽
子

と「
ギ
ョ
ギ
ョッ
」と

い
う
明
る
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
人
気
の
さ

か
な
ク
ン
。大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
、世

代
を
超
え
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。会

場
に
も
さ
か
な
ク
ン

の
よ
う
な
帽
子
を

か
ぶ
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
訪
れ
、開
演
前
か
ら
賑
や
か
で
し
た
。

　
講
演
の
中
で
さ
か
な
ク
ン
は
、セ
ネ
ガ
ル
で
行

わ
れ
て
い
る
マ
ダ
コ
や
カ
キ
の
漁
獲
量
を
増
や
す

た
め
の
施
策
や
、タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
仲
間
や
卯

年
に
ち
な
ん
で
ラ
ビ
ッ
ト
フ
ィッ
シ
ュの
仲
間
の
生

態
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。途
中
、話
に
登
場
し
た

お
さ
か
な
た
ち
の
イ
ラ
ス
ト
を
披
露
。「
タ
コ
ち
ゃ

ん
は
何
の
仲
間
か
わ
か
る
か
な
ぁ
？
」と
、お
さ

か
な
ク
イ
ズ
を
出
題
し
て
、正
解
し
た
子
ど
も
に

は
、さ
か
な
ク
ン
の
サ
イ

ン
と
宛
名
を
つ
け
加
え

た
イ
ラ
ス
ト
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、海
の
環
境
問
題

に
つい
て
、「
深
刻
な
の
は
、

川
や
海
に
ゴ
ミ
が
増
え
て

い
る
こ
と
。海
の
中
を
潜
っ

て
み
る
と
、本
当
に
ゴ
ミ
が

多
く
て
び
っ
く
り
す
る
」

と
し
、さ
ら
に
、「
特
に
深
刻
な
の
が
海
洋
プ
ラ
ス

チッ
ク
の
問
題
。こ
の
ま
ま
だ
と
、２
０
５
０
年
に

は
お
さ
か
な
よ
り
も
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
方

が
多
く
な
る
と
の
試
算
も
あ
る
。海
の
豊
か

さ
を
守
る
た
め
に
、み
ん
な
で『
汚
さ
れ
た
海
や

水
辺
を
掃
除
』し
、『
こ
れ
以
上
汚
さ
な
い
よ
う

に
考
え
』、『
海
や
水
辺
の
生
物
と
共
存
共
栄
で

き
る
世
界
』に
し
て
い
こ
う
」と
話
し
ま
し
た
。

普
段
明
る
い
さ
か
な
ク
ン
が
力
を
込
め
て
呼
び

か
け
る
様
子
に
、参
加
者
た
ち
は
真
剣
な
ま
な

ざ
し
を
向
け
て
聞
き

入
って
い
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
は
、吉
澤

美
知
雄
常
任
理
事
よ

り
、さ
か
な
ク
ンへ
謝
辞

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

海
の
豊
か
さ
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

会
場
全
体
で
笑
い
を
生
み
出
す

桂宮治師匠 (落語芸術協会・真打) さかなクン ( 東京海洋大学名誉博士・客員教授 )

2023
２
1

2023
１
１９

西多摩
ふれあい
講演会 

オープン
フェスティバル

　２月１日(水)、青梅市野上町の霞共益会館で桂宮治師匠による独
演会を開催。会員、一般合わせて約２８０人が参加しました。
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税理士 久保田先生の
税 の コ ラ ム

　適格請求書発行事業者には、交付した適格請求書の写し及び提
供した適格請求書に係る電磁的記録の保存義務がありますが、交
付した適格請求書の写しとは、交付した書類そのものの写しに限
らず、その適格請求書の記載事項が確認できる程度の記載がされ
ているものも含まれますので、例えば、適格簡易請求書に係るレ
ジのジャーナル、複数の適格請求書の記載事項に係る一覧表や明
細表などの保存があれば足りることとなります。また、その保存期
間は、交付した日又は提供した日の属する課税期間の末日の翌日
から2月を経過した日から7年間保存しなければなりません。

（具体的事例）「インボイス制度について」 4その

10. 適格請求書の写しの保存方法

他社に立替払いしてもらった経費の精算について、立替払をした会社宛に交付された適格請求書をそのまま受領
したとしても、これをもって適格請求書とすることはできません。この場合、立替払を行った会社から立替金精算
書等の交付を受ける等により、経費の支払先である会社から行った課税仕入れの対象が明らかにされている場合
には、その適格請求書及び立替金精算書等の書類の保存をもって、保存要件を満たすこととなります。なお、この
場合、立替払を行う会社が適格請求書発行事業者でなくても、仕入税額控除を行うことができます。

①見積額が記載された適格請求書の交付を受ける場合
取引の相手方から見積額が記載された適格請求書の交付を受ける場合、これを保存することで見積額による仕
入税額控除が認められます。その後、確定額が見積額と異なる場合には、確定額が記載された適格請求書の交
付を受け、これを保存する必要があります。
②見積額が記載された適格請求書の交付を受けられない場合
見積額が記載された適格請求書の交付を受けられない場合であっても、電気・ガス・水道水の供給・機械の保守点
検・顧問契約報酬等のような適格請求書発行事業者から継続して行われる取引については、見積額が記載された
適格請求書や仕入明細書の保存がなくても、その後、金額が確定したときに交付される適格請求書を保存する
ことを条件として、仕入税額控除を行うことが認められます。

①令和5年10月1日から令和8年9月30日まで ・・・仕入税額相当額の80％
②令和8年10月1日から令和11年9月30日まで・・・仕入税額相当額の50％
なお、この経過措置の適用を受けるためには、区分記載請求書等保存方式の記載事項に加え、例えば、「80％控
除対象」など、経過措置の適用を受ける課税仕入れである旨の記載が必要となります。

11. 立替経費の精算

口座振替・口座振込による支払いの場合、適格請求書として必要な記載事項は一の書類だけで全てが記載されて
いる必要はなく、複数の書類で記載事項を満たせば、それらの書類全体で適格請求書の記載事項を満たすこと
から、契約書に適格請求書として必要な記載事項の一部が記載されており、実際に取引を行った事実を客観的に
示す書類（通帳・振込金明細等）とともに保存しておけば、仕入税額控除の要件を満たすこととなります。

12. 口座振替・口座振り込みによる経費の支払い

課税期間の末日までにその支払対価の額が確定せず、見積額で仕入税額控除を行う場合の取扱いについては、以
下の通りとなります。なお、以下①②のいずれの場合も、その後確定した対価の額が見積額と異なるときは、その差
額を、その確定した日の属する課税期間における課税仕入れに係る支払対価の額に加減算することとなります。

13. 見積額による適格請求書の保存

　適格請求書発行事業者以外の者からの課税仕入れについては、仕入税額控除を行うことができませんが、適格
請求書等保存方式導入から一定期間は、仕入税額相当額の一定割合を仕入税額とみなして控除できる経過措置
が設けられています。

14. 免税事業者からの仕入れの経過措置

久保田昌章税理士事務所　税理士 久保田昌章

請求書
御中

登録番号品名
日付

金額商品名 A
商品名 B

10%対象
8%対象

◯◯◯円
◯◯◯円
◯◯◯円

内税 ◯◯円
内税 ◯◯円

◯◯円
◯◯円

※軽減税率対象

※

※

株式会社◯◯

◯◯年◯月◯日
◯月度分　◯◯◯円

0/00
0/00

商品名 A
商品名 B

◯◯◯円
◯◯◯円
◯◯◯円

◯◯◯円

0/00
0/00

合計

10%対象
8%対象 内税 ◯◯円

内税 ◯◯円

◯◯円
◯◯円

合計

請求金額

販売奨励金

スーパ
ー〇〇

領収書

東京都〇〇区〇〇〇 〇-〇-〇〇

登録番号 〇〇〇〇〇〇〇〇

◯◯◯
◯（※

）

◯◯◯
◯◯（

※）

◯◯◯
◯

１点

１点

１点

１０８円

９７２円

３３０円

合計
１,４１０

円

お預か
り

お釣り

１,５００
円

９０円

３３０円

１,０８０
円

（注）※印は軽減税率（8%）対象商品

◯◯年◯月◯日

１点

２点１０%対
象

８%対
象

適格請求書の写しや
適格簡易請求書など

７年間の
保存義務
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元気アップだより

ヒヤリハット報告していますか？
皆さんの職場では、ヒヤリとしたこと、ハットしたことを上司や会社に報告していますでしょ
うか。新町クリニックでは、インシデント・アクシデント事例を報告し振り返りを行っており
ますが、些細なヒヤリハット事例をどのように報告すべきか、安全衛生委員会にて検討中です。
今回は労働災害に関係する『ハインリッヒの法則』を紹介します。

ハインリッヒの法則とは、1920 年代にアメリカのハーバード・ウィ
リアム・ハインリッヒが提唱した重大事故に関する法則のことで
す。ハインリッヒは多くの労働災害を詳細に調査した結果、下記
のような法則を導き出しました。
『1 件の重大事故が起こった背景には、軽微で済んだ 29 件
の事故、そして事故寸前の300件の異常が隠れている』

重要なことは、災害・事故という事象の背景には、危険有害要因
が数多くあるということです。
会社は現場のヒヤリハットの情報をできるだけ把握し、迅速、的
確にその対応策を講ずることが必要であることがわかりますね。
当院でもどんな些細なことでもヒヤリハット事例を報告し、重大な
事故を発生させない仕組みを構築していきたいと考えております。

皆さんの職場でもヒヤリハット報告はじめてみませんか？ 〈参考文献〉大関 親 . 新しい時代の安全管理のすべて .
　　　　　  中央労働災害防止協会；第 4 版 2007

重大な
事　故

軽微な事故

ヒヤリハット
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人
バー文化の灯を守り30年

大須賀 清史さん
おおすが 　      きよし　 　

マスター

I N F O R M A T I O N

バーの灯を絶やさない
　大須賀さんはバーの一番
の良さを、「落ち着いた癒し
の空間を提供すること」とし、

「日々のストレスを少しでも発
散してもらえるよう、心地よ
い接客と空間づくりを大切に
している」と話します。
　そんな中、コロナ禍では存
続の危機になるほどの大打
撃を受けました。「本当にダメかと思いました。閉店した
バーも多く、寂しい限りです。今は少しずつお客様が戻っ
てきていますが、厳しさは続いています」と大須賀さん。
　「待っているだけでなく、発 信を」と、昨 年から
YouTube でカクテルの作り方や技、ウイスキー豆知識
などをマスターが語る「拝島 K’ s BAR Channel」の
配信をはじめました。
　「コメントをもらったり、楽しみにしてくれる人も増え、
自分も励みになっています」と話し、「バーは継承してい
きたい文化の１つだと思っています。これからもバーの魅
力を伝えられるよう、発信していきたい」と話しました。

バーテンダーにあこがれて
　拝島駅南口徒歩 2 分のビルの地下で正統派のバー

「K’ s BAR（ケーズバー）」を経営する大須賀清史さん。
新宿で会社勤めをしていたとき、会社の先輩に連れて行
かれたバーで人生が変わったといいます。
洒落たカウンターでマスターがシェーカーを振る姿に魅
せられ、カクテルづくりに励み、バーやバーテンダーのこ
とを学びました。その後、会社を辞めバー経営を始めた
のが 23 歳の時でした。
　自家栽培のハーブや季節の果物などを使ったカクテ
ル、自家製の食事やおつまみ、シックな内装など、大須
賀さんのこだわりが詰まった K’ s BAR の評判は口コミ
で広がっていきました。
　実績を積んだ姿が認められ、「日本バーテンダー協会」
立川支部の支部長を務めたり、大竹高等専修学校（八
王子市）調理師科の講師を依頼され10 年になります。

拝島ハイボールの誕生
　K’ s BAR がある拝島駅前商店会で 2019 年に誕生
した名物「拝島ハイボール」は大須賀さんの提案から生
まれました。

　都内で唯一深層地下水
100％を使用した昭島市のお
いしい「水」と日本酒を合わ
せた「白」、「リキュール」を
合わせた「黒」の2 種類があ
り、商店会の飲食店でも扱っ
ています。コロナ禍の中でも
徐 に々浸透し、今では「拝島
ハイボール」目当てに来るお
客さんも増えています。

K’s BAR
〒196-0003
昭島市松原町4-12-8慶ビルB1F
℡042-544-0004
営業18：00～3：00（日・祝日～1：00）
定休・なしYouTube

h u m a  n

営業時間：午前 11時～午後８時
定休日：火曜日

〒197-0011　
東京都西多摩郡瑞穂町箱根ケ崎 1128-３
TEL.042-556-9356

　
催事用のメニュー

【日本亭　店舗情報】
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け
る
よ
う
に
、
な
る
べ
く

万
人
受
け
す
る
よ
う
な
味
付
け
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
醤
油
と
砂
糖
と
み
り
ん
と
、
で
き
る
だ

け
シ
ン
プ
ル
に
し
て
素
材
の
味
を
大
切
に
。
も

つ
煮
の
も
つ
の
下
処
理
に
こ
こ
ま
で
こ
だ
わ
っ

て
い
る
の
は
、
う
ち
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
」

と
シ
ン
プ
ル
で
丁
寧
な
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
を

語
り
ま
す
。
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
常
連
の
方

が
通
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
り

な
が
ら
も
店
を
一
度
も
閉
め
ず
に
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
従
業
員
に
も
通
常
通
り
働
い

て
も
ら
え
て
、
あ
り
が
た
い
話
で
す
」
と
最
後

ま
で
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

法
人
会
が
、
お
す
す
め
の
店
舗
や
食
の
情
報

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、瑞
穂
町
箱
根
ケ
崎
の
老
舗
食
堂「
日

本
亭
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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